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③診療科別収支計算結果（診療科の構成比）  

（a）入院部門：医業収益・医業費用・収支差額比率（診療科の構成比）  

入院部門の診療科別医業収益・医業費用の構成比は以下のとおりである。これは、調査対象病院全体の入院データを合計し、全体の入院部  

門医業収益を100とした場合の各診療科の割合を算出したものである。  

図表3－1－9 診療利別収支計算結果（構成比：入院）  
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（b）外来部門：医業収益・医業葺用・収支差額比率（診療科の構成比）  

外来部門の診療科別医業収益・医業費用の構成比は以下のとおりである。これは、調査対象病院全体の外来データを合計し、全体の外来部  

門医業収益を100とした場合の各診療科の割合を算出したものである。  

図表3－1－10 診療科別収支計算結果（構成比：外来）  
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（c）入院・外来部門合計：医業収益・医業費用・収支差額比率（診療科の構成比）   

入院・外来部門合計の診療科別医業収益・医業費用の構成比は以下のとおりである。これは、調査対象病院全体の入院・外来データを合  

計し、全体の医業収益を100とした場合の各診療科（入院＋外来）の割合を算出したものである。  

国表3－1－11診療科別収支計算結果（構成比：入院・外来合計）  
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④診療科別収支計算結果（診療科別平均）  

（a）入院部門：医業収益・医業責用・収支差額比率（診療科別平均）   

入院部門の診療科別医業収益・医業費用及び収支差額の平均とそれぞれが医業収益に占める比率は以下のとおりである。これは、調査対  

象病院の入院部門の医業収益・医業費用を診療科ごとに平均したものである。病院数が10未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレ  

ルギー科・リハビリテーション科）については除外した。また、参考として類似する診療科（内科系・外科系t産婦人科系）の再集計を記  

載した。  

図表3－1－12 診療科別収支計算結果（平均値：入院）  
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（b）外来部門：医業収益・医業費用・収支差鋲比率（診療科別平均）  

外来部門の診療科別医業収益・医業費用及び収支差額の平均とそれぞれが医業収益に占める比率は以下のとおりである。これは、調査対象  

病院の外来部門の医業収益・医業費用を診療科ごとに平均したものである。病院数が10未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレル  

ギー科・リハビリテーション科）については除外した。また、参考として、類似する診療科（内科系・外科系・産婦人科系）の再集計を記  

載した。なお、以下の計算について、当該診療科単独でそもそも収益・費用が対応することを想定していない診療科も存在することに留意  

する必要がある。  

図表3－1－13 診療科別1収支計算結果（平均値：外来）  
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（c）入院・外来部門合計：医業収益・医業費用・収支差額比奉（診療科別平均）  

入院部門・外来部門を合計した各診療科の診療科別医業収益・医業費用及び収支差額の平均とそれぞれが医業収益に占める比率は以下のと  

おりである。これは、調査対象病院の入院部門・外来部門の医業収益・医業費用を診療科ごとに合計し、平均したものである。病院数が10  

未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレルギー科・リハビリテーション科）については除外した。また、参考として、類似する診  

療科（内科系・外科系・産婦人科系）の再集計を記載した。なお、以下の計算について、当該診療科単独でそもそも収益・費用が対応する  

ことを想定していない診療科も存在することに留意する必要がある。  

図表3－1－14 診療葦斗別収支計算結果（平均値：入院・外来合計）  
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第3葦 調査研究の結果  

下図表は外来部門における収支差額比率の分布を示しており、上表でばらつきの大きい  

診療科、下表でばらつきの小さい診療科をまとめて表示した。  

・外来の診療科の病院全体の収支に与える影響は小さいが、その中では、リハビリテー  

ション科、放射線科、婦人科、整形外科等がマイナスに働いている傾向がある。  

（e）悪者1人1日あたり医業収益・医業費用分布（散布図）  

主な診療科の患者l人1日あたり医業収益・医業費用の分布は以下のとおりである。   

・内科については、入院・外来とも45度練（収益・費用の一致点）の下方（収益が費用  

を上回る）の病院数、上方（費用が収益を上回る）の病院数に大きな違いはなかった。  

一方、外科については、入院部門では収益が費用を上回る病院が多く、外来部門では  

費用が収益を上回る病院の方が多かった。  

図表3－1－17 内科における患者1人1日あたり医業収益／医業要用分布  図表3－1－16 診療科別 収支差額上ヒ率分布（外来）  

消化器科   

診療科名  n  内科  山    35  循環器科  田  小児科  47  外科  66  整形外科  68  脳神経外科  55  心l臓血管外科  田   

0  之○一00D dOOOO     60．D80     80（】0（I   100000    1：犯qOO  

匿纂収益（円）   

図表3－1－18 外科における患者1人1日あたり医業収益／医業受用分布  

外Ⅰ4   雲形外事斗 揖神授外相 心脾血管外  

I4  

精神科   
神経内科   
呼吸器科   
形成外科   

診療科名  n    22    32    田    27  皮膚科  由  ひ尿器科  田  産婦人科  田  婦人科  】2  眼科  田  耳鼻いんこう科  田  放射線科  52  
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・整形外科の入院部門は収益が費用を上回る病院の欺が多いが、外来部門のほとんどは  

費用が収益を上回っていた。泌尿器科については、外来部門では両者の数に大きな差   

は無いが、入院部門では収益が費用を上回る病院が多かった。  

図表3－1・柑 整形外科における悪者1人一日あたり医業収益／医業費用分布  

2，特殊原価調査  

本調査研究では「手術」「検査」「画像診断」についての等価係数を算定しているが、平  

成19年度はこのうち等価係数の存在する割合の低い「手術」に関する調査を実施した。  

（1）調査対象病院  

一般原価調査対象病院から、手術の実施パターン数が多いと見込まれる13病院に調査  

依頼を行い、このうち応言若を受けた6病院に対して調査票を発送した。最終的にデータ提  

供を受けた5病院は以下のとおりである。  

図表3－2－1平成19年度特殊原価調査 調査対象病院  

A病院   B病院   C病院   D病院   E病院   

病床規模  500床以上  500床以上  20～199床  200～499床  500床以上 
開設主体  その他※   その他※   医療法人   医療法人   その他※  

X「その他」とは、図表3－ト2における「上記を除く開設区分」（「公的」（日赤、済生会、北海道社会事  

業協会、厚生連、国民健康保険団体連合会）、「社会保険関連法人」（全国社会保険協会連合会、厚生年  

金事業振興臥 船具保険会、健康保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民性康保険  

組合）、「その他」（公益法人、社会福祉法人、医療生協など））である。   

なお平成19年度は、平成18年度までの「特殊原価調査」実施病院と平成j9年度の上  

記5病院のデータをあわせて標準的等価係数を算定した。最終的に平成19年度の標準的  

等価係数算定のもととなった「特殊原価調査」の実施時期と病院数は以下のとおりである。  

図表3－2－2 平成19年度標準的等価係数作成のためのデータ提供病院   
0  20．8DO    叫DO0    80．DOO    且OJ）08   100、000   120．000  

医業収益（円）  

図表3－1－20 泌尿器科における患者1人1日あたり医業収益／医業費用分布  平成16年度  平成17年度  平成19年度  合計   

手術   12病院   1病院   5病院   18病院   

検査   10病院   1病院  11病院   

画像診断   10病院   1病院  11病院   

ll   

（2）調査実施状況  

平成19年度の「特殊原価調査」の調査対象期間は、「平成19年4月診療月分から平成  

19年10月診療月分の問で、10月分から遡ってデータ提供可能な期間」とし、平成19年  

11月に調査票を発送した。上記5病院からの回答状況は以下のとおりである。  

国表3－2－3 平成19年度調査対象病院における回答状況  

A病院   B病院  C病院  D病院  E病院   
H19／4  H19／4  H19／4  

提出データ対象期間  H19／10  H19／10   ～H19／10   ～H19／10   ～H19／10   

手術件数   397件   374件   334件  2，752件  2，988件   
Kコード種類数   122種類  137種煩  34種類  293種類  334種類   

0  28．000    仙8D0    6叩80    80．∞0   100．080  120．000  

医業収益（円）  
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第3章 調査研究の結果  

（3）調査結果  

①等価係数の存在する割合（カバー琴）  

「手術」に関しては、平成18年度までの調査データに上記5病院のデータをあわせて  

平成19年度の収支計算に用いる等価係数を算定した。この結果、平成19年度で発生した  

サービスのうち等価係数が存在するものの割合（等価係数のカバー率）は下図蓑のとおり  

となった。「手術」に関して、lくコード種類別で見た等価係数の存在する割合は4G％であ  

ったが、実施件数では89％、総点放では92％に達した。また、「検査」「画像診断」の等  

価係数算定においては、平成18年度までと同じデータを使用し、実施件数・総点数とも  

に大半の行為で等価係数を用いた。なお、等価係数が存在しないサービスについては、平  

成18年度と同様、レセプトデータの平均点数を媒介に推計を行う方法で対応した。  

図表3－2－4 平成19年度発生したサービスのうち、等価係数の存在する割合（カバー奉）  

3．アンケート調査（事前調査・事後調査）  

（1）事前調査  

（D事前調査概要  

調査対象病院のデータ整備状況、原価計算・診療科部門別収支実施状況及びその利括用  

状況の把握のために、調査開始時にアンケート調査（事前調査）を実施した。   

（∂）回答状況  

■ 調査対象  

全調査対象病院：88病院  

取 回答率  

96．6％（85病院／88病院）  

■ 匝】答者  
本調査研究担当者・病院の原価計算担当者  

②事前調査結果  

（a）システム環境と収支把握状況   

調査対象病院のITシステム導入状況は以下のとおりである。  

図表3－3、11Tシステム導入状況とシステム専管部署の設置状況  

ITシステム導入状況（複数回答） 11＝S5  システム専管部署  n＝85  

等価係数  

（構成比）  （構成比）  （構成比）   

手術   存在する   528  46％  41．543  89％  347，709．101  92％  

存在しない   619  54％  4．992   11％  29．570．829   8％   

検査   存在する   143  67％  3，552．093  99％  473，075．722  99％  

存在」ない   69  33％  24，833   1％  4．359、039   1％   

画像診断  存在する   12  71％  543．031  100％  258．631．358  g7％  

存在しない   2g％   878   0％  7．009，905   39G  

合計  存在する   6B3  50％  4∴36．667  99％  1．079．416．181  96％  
（手折＋検棄＋酎魚診り斤）  

存在しない   693   50％  30，703   1％  40，939，773   4％  

11 （％）   

電子カルテシステム   15 （53％）   

オーダリングシステム   67 （7馴も）   

医事業務支援システム   79 （93％）   

人事管理支援システム   ∠15 （53％）   

物品管理システム   60 （71つ乙）   

経理システム   66 （78％）   

管理会計システム   27 （329昌）   

その他   7  （8％）  

n （％）   

システム専管部署あり  67 （79竿も）   

システム専管部署なし  17 （20％）   

その他   1 （1ウb）  

なお、手術部門費用の中で各費目が占める割合（平均）は以下のとおりである。  

材料費：給与費：設備関係費：その他の費用＝57％：30％：8％：5％  

②「標準的等価係数」の算定   

上記データから全病院の収支計算で共通に用いる「標準的等価係数」を算定した。平成  

19年度は「特殊原価調査ワーキンググループ」で「標準的等価係数」について検討、デー  

タの安定性を向上させることを目的として、算定方法を一部変更した」算定方法の詳細に  

ついては「第4章 考察 2．特殊原価調査」に記載した。   

この結果、手術に関する「人件費」について平成18年度までの等価係数を更新し、平  

成19年度の全病院に関する収支計算に利用した。算定した等価係数は、資料3のとおり  

である。  

事前調査回答病院（85病院）のうちの60％（51病院）が、診療科部門別収支を把握し  

ていた（部分的な把握・過去に把握していたものを含む）。この「収支を把握している」  

と回答した病院に対して、収支把握の頻度を調査したところ、73％の病院が定期的に把握  

し、16％の病院は必要なときのみ把握していた。  

図表3－3－2 診療科部門別収支把握状況   

診療科部門別収支把握状況  n＝85  収支把握の頻度  n＝ 5l  

把握できるように計画を進めている  29（34％）   

王1（％）  把握している（部分的な把握含む）  51（60％）      把握したことがないし計画もない  5 （6％）   

n （％）  

定期的に把握  

必要なときのみ把握  

その他・不明  

37（73％）  

8 （16％）  

6 （12％）   

1平成18年度までは、病院ごとに病院別・職種別のKコードごとの平均投入量（手術時間×人数）を求  

めた後、職種別に平均投入量の全病院の中央値を求め、それに全病院の平均人件費単価（職種別）を  

乗じてコストを求めていた。平成19年度は、病院の垣根をとりはらった全データに関して投入量の平  

均値を求める方法で算定した  

－37－  
－38－  
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「収支を把握している」と回答した51病院に診療科部門別収支把握の開始年度を、「把  

握できるように計画を進めている」と回答した29病院に開始予定年度を調査したところ、  

以下のとおりであった。特にここ5年間（平成15年～平成王9年）に開始した病院、ある  

いは平成20年度までに開始予定の病院が多かった。  

図表3・3－3 診療科部門別収支把握の開始年度もしくは開始予定年度  

収支把握の開始年度  n＝51  収支把握の開始予定年度  n＝29  

図表3－3－5 診療科への直課割合   

診療科への直課割合  n＝51  

n （％）   

おおむね90％を直課   5 （10％）   

おおむね70％を直課   20（3鍋）   

おおむね50％を直課   11（22％）   

おおむね30％を直課   7 （14％）   

おおむね10％を直箆梁   3 （6％）   

その他・不明   5 （10％）  

n （％）  平成4年度以前  4 （鍋）  平成5年度～平成9年度  5 （10％）  平成10年度～平成14年度  10 （20％）  平成15年度～平成19年度  26 （51％）  その他・不明  6 （12％）  

n （％）   

平成19年度   7 （24％）   

平成20年度   12 （41％）   

平成21年度   4 （14％）   

未定   3 （10％）   

その他・不明   3 （10％）  

診療科部門別収支の把握状況と1Tシステム導入状況の関係を見ると、収支把握状況と  

導入しているITシステム種類には明確な傾向が見られなかった。  

図表3－3－6 収支把捉状況とITシステム導入状況  

n＝85  また、診療科部門別収支の把握状況を開設主体別・病床規模別に見ると、以下のとおり  

であった。これらの調査対象病院の中では、開設主体では医療法人、病床規模では比較的  

病床数の多い病院が診療科部門別計算を実施している割合が高かった。  

図表3－3－4 開設主体別、病床規模別の診療科部門別収支把握状況  

電子カルテ   オーダリング   医準支援   人事  物品  経哩   管理会計  
あり  なし  あり  なし   あり  なし  あり  なし  あり  なし   あり  なし   あり  なし  
n＝45  n＝40  n＝66  n＝19  n＝79  n＝6  n三45  ∩＝40  n＝60  nニ25  n＝66  ∩三19  n＝27  11＝58  

（53ち）  （47％）  （7∂篤）  ほ2‰）  （93％）  （7，i）  （53，i）  （47も）  （71％）  （29Iも）  （7S％）  （22％）  （32％）  （68％）   

把握している（部分的  28  23  37  14  48  3  29  ：ご  38      10  17  3▲i   
な把握含む）   （55先〉  （45鶏）  （73ゝ）  （27％）  （94％）  （6≠）  （57％）  （43！i）  （75％）  （25％）  （80％）  （20，も）  （33％）  （67†i）   

把握できるように計画  14  15  25  4  26  3  14  15  1g  10  22    9  20   
を進めている   （4∂‰）  （52串  （86～）  （1蝿）  （90％）  （10％）  （48％）  （52射  （66％）  （34％）  （76％）  （24％）  （31％）  （69％）   

把握したことがないし  3  2  4      0  2      2    2    4   
計画もない   （60射  軸湖  （80％）  （20，i）  （100，i）  （0％）  （40≠）  （60％）  （60％）  （40％）  （60％）  （40％）  （20ヤ乙）  （80％）  総数  開設主体  病床規模  

医療法人  国立 ・公立  左記を 除く  20－ユ99  200－499  500－  

n＝85                          n＝44  nこ＝14  n＝27  n＝22  n＝48  n＝15  

（100％）  （52％）  （16％）  （32％）  （26％）  （56％）  （18％）   

把握している（部分的な  51  28   7   16   9   28   14   
把握含む）   （100％）  （55％）  （14％）  （31％）  （18％）  （55％）  （27％）   

把握できるように計画を  29  15   6   8   17   
進めている   （100％）  （52％）  （21％）  （28％）  （38％）  （59％）  （3？も）   

把握したことがないし計  5   2   3   0   

画もない   （100％）  （20％）  （20％）  （60％）  （40％）  （60％）  （0％）  

また、診療科部門別収支を把握している51病院の費用の直課割合とiTシステム導入状  

況の関係についても、ITシステムの種類には明確な傾向が見られなかった。  

図表3－3－7 直課割合とITシステム導入状況  

れ三51  

電子カルテ   オーダリング   医事支援   人事  物品  経理   管理  会計  
あり  なし  あり  なし  あり  なし  あり  なし  あり  なし   あり  なし  あり  なし  
n＝28  n三23  n＝38  n＝13  n＝48  n＝3  n＝29  n＝22  n＝38  n＝13  ll＝41  nニ10  ∩＝17  n＝34  

（55％）  （45％）  （75％）  （25％）  （94，も）  （即i）  （57≠）  （43も）  （75％）  （25％）  （80％）  （20％）  （33篤）  （67％）   

直視割合90％   4        5  0    2  4    4    3  2  
（80％）  （20％）  （60％）  （40％）  （100幻  （仇）  （60％）  （40Ii）  （80％）  （20％）  （80％）  （20％）  （60％）  （亜％）   

7    15    18  2  9    14        7  

直課割合70％                               （35％）  （65％）  （75％）  （25†i）  （90瑚  （101ら）  （45†i）  （55％）  （70％）  （30％）  （75～乙）  （25％）  （35％）  （65％）   

直規制合58％   9  2    2      9    10        4  7  
（82％）  （18％）  （82％）  （18，乙）  （100％）  （彿）  （82％）  （18％）  （91，i）  （9％）  （91％）  （9％）  （3鍋）  （64％）   

直現割合30％   5  2      6            6    3  4  
（71％）  （29％）  （71％）  （29％）  （86，i）  （14％）  （71幻  （29％）  （57％）  （43†占）  は6％）  （14％）  （43％）  （57％）   

2        0  2    2    3  0  0  3  

直伐割合10％                               （33鶉）  （67払）  （67％）  （33％）  （100貼  （帆）  （67†i）  （33％）  （67†－）  （33％）  （100％）  （0％）  （0％）  （100％）   

2    4    5  0    4  4      2  0  5  
その他・不明  

（40鴛）  （60％）  （80郎  （20％）  （100％）  （0％）  （20％〉  （80％）  （∂0覧）  （2D％）  （6D鰯  （40％）  （0％）  （100瑚   

上記「収支を把握している」と回答した51病院に、診療科への費用の直課割合を調査  

したところ、「概ね70％」「概ね50％」と答えた病院が多かった。  

－ユ9－  
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第3章 調査研究の結果  

（b）診療科部門別収支の利活用状況・報告範囲   

「診療科部門別収支を把握している」と回答した5ユ病院について、その利活用の目的  

を調査したところ、図表3－3－8のとおり業績評価や原価管理に利用している病院が多かっ  

た。また、算定した収支計算結果を報告している職階は図表3－3－9のとおりであった。  

国表3－3－8 診療科部門別収支の利活用目的  

診掠科部門別収支の利活用目的（複数回答）  n＝51  

（2）事後調査  

本調査研究の作業状況・調査票の鵜易度や、参加病院から見た本調査研究の計算結果に  

関する意見及び本調査研究への要望等を聴取するため【rこ、調査終了後にアンケート調査（事  

後調査）を実施した。  

①事後調査概要  

（a）回答状況   

出 調査対象  

全調査対象病院：88病院   

留 回答率  

72．7％（64病院／88病院）   

下 回答者  

本調査研究担当者・病院の原価計算担当者  

②事後調査結果  

（a）本調査研究の実施状況   

ステップ1、2、3のそれぞれの調査における調査票作成・提出状況は以下のとおりであ  

り、「収支計算ファイル」と「医師勤務調査」について作成が親しいと感じる病院が多かっ  

たものの、いずれのステップにおいても「作成に問題なく提出」あるいは「概ね期日前後  

に才是出」と回答した病院が概j390％程度であった。  

図表 3－3－11調査票作成状況  

n （％）  原価管理  33 （65％）  診療科部門別の予算管理  16 （31％）  業績評価  34 （67％）  診療科柄成等の再構築計画  12 （24％）  増員または投資（高額医療機器購入等）の判断  19 （37％）  その他  1 （2％）  

図表3－3－9 診療科部門別収支を報告している職階   

診療科部門別収支を報告している職階（複数回答） n＝51  
n （％）  

47 （92％）  

42 （82％）  

27 （53？も）  

16 （31％）  

31 し61％）  

6 （ユ2ウ右）   

理事長・院長  

事務長  

医師部長  
診療科長  

経営管理職具  

その他  

また、これらの利活用目的と報告している職階の関係は以下のとおりである。そもそも、  

医師部長や診療科長に診療科部門別収支を報告している病院は多くはないが（収支把握病  

院のそれぞれ53％、31％）、原価計算を「診療科構成等の再構築計画」や「増員・投資」  

等の長期的な経営管理に利用している病院では、医師郡長や診療科長まで報告される割合  

が高かった。  

図表3－3－10 診療科部門別収支を報告している職階  

n＝51  

ステップ1  ステップ2   ステップ3  

レセプトE  部門設定調  収支計算  医師勤務調  実施場所調  
ファイル  査  ファイル  査   査  

n＝ 64  n＝ 64  n＝ 64  Il＝ 64  n＝ 64  
n （％）  n （％）  n （％）11（％）   n （％）   

・作成に問題なく提出   55（86％）  31（48％）  13（20％）  11（17％）  23（36％）   
・節しい箇所があったが、概ね期日前後に提出   7 （ユ1％）  30（47％）  45（70％）  46（72％）  36（56％）   
・封巨しい箇所があり、期日に間に合わなかった   1（2％）  2 （3％）  6 （9％）  7 （11サ乙）  3 （5％）   
・その他   1（2％）  1（2％）  0 （0％）  0 （0％）  2 （3％）   

次に、上記の各調査票のうち特に難しいと感じる病院が多かった「収支計算ファイル」  

「医師勤務調査」について、難しいと感じた箇所の集計結果を、図表3－3－12に示す。  l   

尿価菅窪   33  31  27  18  12  20   （100％）  （94％）  （829i）  （55％）  （36％）  （61％）   

15  5  

予算管理   （100†b）  （94射  （81％）  （6鍋）  （31％）  （69如   

39 32 30 19 12 23 

菓揺評価   く100％）  く9朋i）  （8鍋）  （56％）  （35％）  （68％）   

診療科構成再構築  12  ユ2  10  12  7  9   （100％）  （100％）  （83％）  （10m）  （58％）  （75％）   

19  18  8   

増員・投資  （100％）  （95％）  （89％）  （79弘）  （42％）  （68％）   
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